遺言公正証書

本公証人は、遺言者○○○○の嘱託により、証人○○○○、同○○○○の立会いのもとに、遺言者の口述を筆記してこの証書を作成する。

第１条　遺言者は、遺言者の有する次の財産を、遺言者の妻　○○○○（○○年○○月○○日生）に相続させる。

１　不動産

①土地

所　在　　○○市○○町○丁目

地　番　　○番○号

地　目　　宅地

地　積　　○○．○○平方メートル

②建物

所　在　　○○市○○町○丁目○番地

家屋番号　○○番

種　類　　居宅

構　造　　木造瓦葺２階建

床面積　　１階　○○．○○平方メートル

２階　○○．○○平方メートル

③区分所有建物及び敷地権

（一棟の建物の表示）

所　在　　○○市○○町○丁目○番地

建物の番号　○○マンション

構　造　　鉄筋コンクリート造陸屋根○○階建

（敷地権の目的たる土地の表示）

土地の符号　　○

所在及び地番　○○市○○町○番地

地　目　　　宅地

地　積　　　○○○．○○平方メートル

（専有部分の建物の表示）

家屋番号　　○○番

建物の番号　○○号

種　類　　　居宅

構　造　　　鉄筋コンクリート造１階建

床面積　　○階部分○○．○○平方メートル

（敷地権の表示）

土地の符号　　○

敷地権の種類　○○権

敷地権の割合　○○○○分の○○

２　株式

○○株式会社の株式その他の株式の全部

３　預貯金

後記第２条に記載する預貯金を除く預貯金の全部

４　その他

祭祀用財産を除くその他の財産の全部

第２条　遺言者は、遺言者の有する次の預金の払い戻しを受け、遺言者の一切の債務の弁済及びこの遺言の執行に関する費用の支払いに当てた残金につき、遺言者の二男○○○○（○○年○○月○○日生）及び同三男○○○○（○○年○○月○○日生）にそれぞれ３分の１を相続させ、遺言者の亡弟○○○○の長男○○○○（○○年○○月○○日生）に３分の１を遺贈する。
○○銀行○○支店の遺言者名義の定期預金

口座番号　○○○○
第３条　遺留分の減殺をするときは、まず妻○○に相続させる財産からするものとする。

第４条　妻○○が遺言者より先に死亡したときは、第１条により妻に相続させる財産のうち、不動産は、二男○○及び三男○○に各２分の１の割合により相続させ、株式、預貯金その他の財産は、すべて長男○○に相続させる。

第５条　遺言者は、祖先の祭祀の主宰者として、長男○○を指定する。

第６条　遺言者は、この遺言の遺言執行者として、次の者を指定する。

住所　　○○市○○町○番○号○

職業　　○○○○
氏名　　○○○○（○○年○○月○○日生）

以上
